













1) J. Amako and Y. Shinozaki, Opt. Express, 24, 16111-16122 (2016). 
2) 尼子 淳, レーザー研究, 41, 54-58 (2013). 
レーザー加工・プロセスへ用いる光波制御
技術の開発  
理工学部 機械工学科  














(1) いろいろな波長の組み合わせで使える：1064nm&532nm, 1064nm&355nm, 1064nm&266nm。 
(2) 簡便なレーザー光学系の中で使える：波長毎にスプリッタやレンズを用意する必要がない。  
(3) 光エネルギーの利用効率が高い：入射エネルギーの 80%以上を加工へ利用できる。 
二波長スプリッタを接合、切断、造形等のレーザー加工へ応用すれば、二波長同時加工の恩恵—
加工条件の緩和、加工品質の向上、一波長では困難な加工の実現—を享受しながら多点並列加工に
より生産性が向上するので、大きな工業的価値につながります。 
 
 
 
 
 
研究シーズの応用例・産業界へのアピールポイント 
本開発技術を応用した二波長レーザー加工・プロセスを機器・部品の製造へ導入することにより、品質
向上と生産性向上を同時に実現できます。 
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